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旧
友
と
の
懇
談
の
一
コ
マ

酒

井

董

美

た
だ

よ
し

十
二
月
十
四
日
数
十
年
ぶ
り
で
旧
友
二
人
に
出
会
い
、

懇
談
し
て
き
た
。
場
所
は
浜
田
市
三
隅
町
で
あ
る
。

前
日
、
益
田
市
に
本
拠
を
持
つ
、
民
話
の
会
「
石
見
」「
定

例
会
」
に
三
ヶ
月
ぶ
り
で
出
席
し
た
。
会
場
の
益
田
市
立
図

書
館
ま
で
マ
イ
カ
ー
で
約
二
時
間
半
、
一
七
五
キ
ロ
離
れ
て

い
る
。
そ
の
帰
り
に
立
ち
寄
っ
た
の
で
あ
る
。

Ｍ
君
は
八
十
五
歳
、
Ｏ
君
は
八
十
歳
。
お
互
い
歳
を
取
っ

た
も
の
で
あ
る
。
Ｍ
君
夫
人
は
病
床
に
あ
り
、
長
く
入
院

中
、
Ｏ
君
は
十
月
に
夫
人
を
亡
く
し
て
い
る
。
か
く
申
す
筆

者
の
家
内
も
二
十
年
前
に
失
っ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
、
お
互
い
は
明
る
か
っ
た
。
Ｍ
君
は
長
く
県
下

の
教
育
畑
に
あ
り
、
教
師
の
他
に
社
会
教
育
主
事
や
教
育
事
務
所
に

在
籍
し
た
こ
と
も
あ
る
。
小
学
校
校
長
を
歴
任
、
三
隅
小
学
校
校
長
で
定
年
を
迎
え
、
現
在
は
地
方

公
務
員
浜
田
支
部
長
を
し
て
い
る
と
い
う
。

一
方
、
Ｏ
君
は
大
阪
で
会
社
員
だ
っ
た
が
、
家
庭
の
事
情
で
帰
郷
、
珠
算
を
近
所
の
人
々
に
教
え
た

と
こ
ろ
、
受
講
者
が
増
え
、
県
の
珠
算
連
盟
の
重
鎮
に
も
な
っ
て
い
る
。
今
回
、
手
渡
さ
れ
た
写
真
は

今
か
ら
三
十
年
前
の
平
成
六
年
十
一
月
三
日
、
出
雲
市
に
あ
る
サ
ン
ト
ピ
ア
出
雲
を
会
場
に
行
わ
れ

た
全
国
珠
算
連
盟
島
根
支
部
指
導
者
講
習
会
の
お
り
、
彼
か
ら
依
頼
を
受
け
て
筆
者
が
「
島
根
の
昔

話
と
伝
説
か
ら
」
の
題
で
講
演
し
た
と
き
の
も
の
で
あ
る
。

Ｍ
君
と
知
り
合
っ
た
の
は
島
根
大
学
生
時
代
で
あ
り
、
昭
和
三
十
年
代
に
遡
る
。
教
育
学
部
教
授

・
溝
上
泰
子
先
生
を
取
り
巻
く
常
連
の
一
人
で
あ
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
昭
和
三
十
四
年
師
走
の

あ
る
日
。
溝
上
先
生
宅
訪
問
の
仲
間
四
名
が
、
西
浜
田
に
あ
る
Ｋ
君
宅
に
忘
年
会
と
称
し
て
集
ま
っ

た
。
Ｍ
君
の
他
に
Ｔ
君
と
筆
者
だ
っ
た
。
そ
の
と
き
若
さ
に
ま
か
せ
、
お
互
い
将
来
の
抱
負
を
述
べ
あ
っ

た
。「
民
話
と
か
わ
ら
べ
歌
を
収
集
す
る
」
と
語
っ
た
筆
者
の
こ
と
を
彼
が
繰
り
返
し
た
が
、
確
か
に
こ

の
日
話
し
た
こ
と
を
続
け
て
い
る
筆
者
で
は
あ
る
。

Ｏ
君
は
、
中
学
校
時
代
、
は
じ
め
は
勉
強
に
身
が
入
ら
ず
、
教
科
書
は
学
校
に
置
い
た
ま
ま
で
遊
ん

で
ば
か
り
い
た
が
、
中
学
校
の
先
生
が
「
江
津
工
業
高
校
へ
入
る
の
は
難
し
い
が
、
だ
れ
か
希
望
す
る
の

は
い
な
い
か
」
と
言
わ
れ
た
の
に
、
誰
一
人
手
を
挙
げ
な
か
っ
た
の
で
、
つ
い「
は
い
」
と
挙
手
し
た
と
こ

ろ
「
理
科
が
不
得
意
の
お
ま
え
で
は
無
理
だ
」
と
言
わ
れ
た
の
に
反
発
、
予
復
習
を
し
っ
か
り
や
っ
て
試

験
に
臨
ん
だ
と
こ
ろ
、
満
点
近
く
取
っ
た
。
カ
ン
ニ
ン
グ
を
疑
わ
れ
、
職
員
室
に
呼
ば
れ
て
、
そ
こ
で
も

う
一
度
試
験
用
紙
に
答
案
を
書
か
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
問
題
な
く
回
答
し
た
の
で
疑
い
は
晴
れ

た
が
、
同
窓
会
の
席
上
、
先
生
が
謝
ら
れ
て
、
初
め
て
そ
の
た
め
職
員
室
に
呼
ば
れ
た
の
だ
っ
た
の
か

と
知
っ
た
も
の
で
す
。
と
笑
っ
て
語
っ
た
の
が
、
印
象
的
だ
っ
た
。
彼
は
現
在
、
石
見
郷
土
研
究
懇
話
会

の
一
員
と
し
て
、
機
関
誌
『
郷
土
石
見
』
に
研
究
論
文
の
発
表
を
続
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
五
時
間
に
わ
た
っ
た
歓
談
の
後
、
筆
者
は
満
足
し
て
マ
イ
カ
ー
の
人
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
（
元
島
根
大
学
法
文
学
部
教
授
）

サントピア出雲で講演する筆者「全国珠算教育

連盟島根支部指導者講習会」（平成6年11月3日）


